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　天候不良で農家の方の
作業もままならない中、
５月に田植えをした地域
の農家の方の田んぼで豊
かに実った稲を刈りまし
た。刈り取った稲はすぐ
にコンバインで脱穀まで
行いました。慣れない鎌
にドキドキしながら、サ
ポーターさんたちに見守
られ、安全に作業するこ
とができました。

「鎌の使い方に気をつけて刈りま

しょう！」

ＫOS学習部の皆さん、今回もあ

りがとうございました！
コンバインで脱穀してお米だけ

をこぎ落とします



９／２４の図工では、前週に引き続きボンド
を使い作品作りに挑みました。土台を貼り付け
た後、セロファンを貼り、光にかざしてみると
カラフルな作品が仕上がります。サポーターさ
んに褒められながら、子供たちは良い気分で活
動を進めることができました。

　最近、地震や風水害のニュースが多くなり「防災学習」の重要性
を感じます。桜が丘地区では毎年、地域の避難訓練（今年度は１０
／１７実施）を行っています。そこで活躍されている自主防災会の
方々が、4年生の社会科の授業を展開してくださいました。段ボー
ルベッドや簡易トイレテントなどの使い方や利便性、家庭に必要な
防災グッズなどについて、４年生の児童にも分かりやすくと心が
けながら説明してくださいました。授業参観日だったので保護者
の方々にも見ていただくことができ防災への意識を高めること
ができました。地域には様々な知識等を持った方々がたくさんい
ることを再認識する機会にもなりました。


